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(1) 平成29年３月１日 第20号

　
農
業
生
産
の
出
発
点
は
「
種
子
」
で
す
。
水

稲
の
種
子
は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
ほ
場

で
生
産
さ
れ
ま
す
。
君
津
地
域
は
千
葉
県
最
大

の
種
子
産
地
で
、
４
つ
の
種
子
生
産
組
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
か
ら
「
Ｊ
Ａ
き
み
つ
富
津

市
採
種
組
合
（
以
下
、組
合
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
組
合
は
平
成
18
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在

の
組
合
員
は
7
名
で
す
。
県
内
の
種
子
生
産
組

合
で
生
産
者
の
平
均
年
齢
が
最
も
若
く
、
今
後

の
千
葉
県
水
田
農
業
の
根
幹
を
支
え
る
重
要
な

担
い
手
で
す
。

　
生
産
期
間
中
に
各
種
の
審
査
・
検
査
を
受
け
、

合
格
し
た
も
の
だ
け
が
種
子
と
し
て
流
通
し
ま

す
。
ま
た
、
施
肥
の
時
期
や
量
等
、
主
食
用
米

と
異
な
る
栽
培
管
理
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、生
産
者
に
は
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
組
合
で
は
、
優
良
種
子
生
産
に
向
け

た
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
標
に
定
期
的
な
生
育

調
査
を
実
施
し
て
、
生
育
段
階
に
合
わ
せ
た
管

理
、適
期
の
病
害
虫
防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

収
穫
後
に
は
稲
の
も
み
数
や
節
間
長
等
を
測
る

な
ど
の
調
査
・
分
析
に
よ
っ
て
栽
培
を
振
り
返

り
、
次
年
度
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
組
合
で
は
生
産
者
間
で
栽
培
技

術
の
研
鑽
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
更

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
　
　
　（
青
木
）

生産者全戸の育苗ハウスを巡回（４月） 生産者自ら水田に入って生育調査（５～７月）

収穫後の稲を調査、分析（11月） 生産者・ＪＡ・農業事務所が一丸となって活動

若
手
水
稲
農
家
が
支
え
る
千
葉
県
水
田
農
業

〜
互
い
を
高
め
あ
う
Ｊ
Ａ
き
み
つ
富
津
市
採
種
組
合
〜



平成29年３月１日 第20号(2) 普及だより きみつ

　
ば
か
苗
病
は
水
稲
の
種
子
伝
染
性
病
害

で
す
が
、
近
年
は
発
生
も
少
な
く
、
見
た

こ
と
も
な
い
、
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
と
こ
ろ
が
、
28
年
度
、

県
内
で
こ
の
病
気
が
多
発
し
ま
し
た
。

　
ば
か
苗
病
に
感
染
し
た
株
は
、
健
全
な

株
と
比
較
し
た
場
合
、
葉
色
が
淡
く
、
徒

長
し
ま
す
（
図
１
）。

　
君
津
４
市
で
は
水
稲
種
子
の
生
産
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
水
稲
種
子
の
生
産
ほ
場

を
「
採
種
ほ
」
と
呼
び
、
水
稲
採
種
ほ
に

お
い
て
は
「
ば
か
苗
病
」（
以
下
本
病
）

が
発
生
し
て
い
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
採
種
ほ
の
近
く
で
本
病
が
発
生
し
た
場

合
は
、
生
産
し
た
種
子
に
本
病
が
感
染
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
千

葉
県
で
は
、
採
種
ほ
か
ら
２
０
０
ｍ
以
内

に
本
病
が
発
生
し
た
場
合
は
、
状
況
を
確

認
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
種
子
と
し
て

不
合
格
と
す
る
基
準
を
設
け
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
採
種
ほ
の
み
な
ら
ず
、
近
く
の

水
田
で
本
病
が
発
生
す
る
と
種
子
に
で
き

ま
せ
ん
。

　
県
内
で
の
水
稲
種
子
生
産
に
は
、
全
水

稲
生
産
者
の
御
理
解
と
御
協
力
が
必
要
で

す
。

　
採
種
ほ
に
は
白
い
標
札
（
図
２
）
が
立

て
ら
れ
ま
す
。
お
近
く
の
方
は
特
に
御
配

意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
病
の
対
策
は
、
種
子
伝
染
性
の
た
め

以
下
の
点
に
留
意
し
ま
す
。

①
自
家
採
種
は
し
な
い

　
自
家
採
種
は
、
採
種
ほ
産
種
子
に
比

べ
て
本
病
感
染
の
リ
ス
ク
が
一
般
的
に

高
い
の
で
、
や
め
ま
し
ょ
う
。「
割
れ

も
み
」
が
多
く
混
在
し
て
い
る
と
、
種

子
消
毒
の
効
果
が
万
全
で
な
く
な
り
ま

す
。

②
種
子
消
毒
は
確
実
に

　
十
分
な
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
種

子
消
毒
剤
を
用
い
ま
し
ょ
う
。「
ヘ
ル

シ
ー
ド
Ｔ
フ
ロ
ア
ブ
ル
」
の
使
用
を
お

薦
め
し
ま
す
。

③
発
病
し
た
苗
箱
の
苗
は
用
い
な
い

　
温
湯
消
毒
は
効
果
が
不
十
分
で
、
基

準
ど
お
り
に
実
施
し
た
と
し
て
も
本
病

に
対
す
る
効
果
は
１
０
０
％
で
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
残
っ

た
本
病
菌
は
、
苗
箱
の
中
で
発
病
す
る

と
と
も
に
苗
箱
の
中
で
周
囲
の
苗
に
感

染
し
ま
す
（
図
３
）。

　
こ
こ
で
症
状
が
現
れ
て
い
る
苗
だ
け

抜
き
取
っ
て
も
本
病
は
治
ま
り
ま
せ
ん
。

苗
箱
の
中
で
新
た
に
感
染
し
た
苗
は
苗

箱
の
中
で
は
発
病
せ
ず
に
、
本
田
に
植

え
付
け
ら
れ
た
後
に
徐
々
に
発
病
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
抜
き
取
っ
て
も
夏

ま
で
次
々
と
発
病
株
が
現
れ
る
の
で
す
。

図１  本田の発病株（葉色淡く徒長）

　
千
葉
県
で
は
、
一
般
の
水
稲
生
産
者
の

方
へ
上
記
以
外
の
対
策
も
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
発
生
状
況
の
確
認

巡
回
を
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本
田
で
の

発
病
苗
の
抜
き
取
り
等
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
御
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
椎
木
）

水
稲

ば
か
苗
病
撲
滅
に
御
協
力
を

育
苗
時
の
対
策
が
重
要
で
す

図２  「採種ほ」の白い標札

図３  左：健全苗、 右：発病苗（徒長）
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君
津
地
域
で
は
、
最
近
、
加
工
・
業
務

向
け
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
が
増
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
き
み
つ
で
は
平
成
21
年
か
ら
加
工
・

業
務
向
け
キ
ャ
ベ
ツ
の
取
り
扱
い
が
始
ま

り
、
昨
年
度
は
、
約
30
戸
の
生
産
者
が
約

45
　ha
で
生
産
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
出
荷
し
ま

し
た
。
畑
で
の
栽
培
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

富
津
市
天
羽
地
区
で
は
基
盤
整
備
後
の
水

田
で
栽
培
す
る
生
産
者
も
い
ま
す
。

　
君
津
地
域
の
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
の
特
徴
は
、

①
厳
寒
期
の
出
荷

②
省
力
的
な
作
業
体
系
で
規
模
拡
大

③
新
た
な
生
産
者

の
３
点
で
す
。

①
厳
寒
期
の
出
荷

　
君
津
地
域
で
は
、
温
暖
な
気
候
を
生

か
し
、
寒
玉
系
品
種
を
組
み
合
わ
せ
、

11
～
３
月
、
５
～
７
月
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
カ
ッ
ト
業
者
等
の
実
需
者
か
ら
は
、

関
東
近
県
で
厳
寒
期
に
加
工
・
業
務
向

け
に
キ
ャ
ベ
ツ
が
出
荷
で
き
る
産
地
と

し
て
評
価
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

②
省
力
的
な
作
業
体
系
で
規
模
拡
大

　
市
場
出
荷
と
比
較
す
る
と
単
価
が
安

い
加
工
・
業
務
向
け
出
荷
を
主
体
と
し

た
経
営
で
は
、
売
り
上
げ
を
確
保
す
る

た
め
に
は
規
模
拡
大
・
低
コ
ス
ト
の
取

組
が
必
須
で
す
。
取
組
当
初
は
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ
（
約
10
㎏
入
り
）

で
の
出
荷
で
し
た
が
、
出
荷
量
が
増
え

て
か
ら
は
鉄
コ
ン
テ
ナ
（
約
３
０
０
㎏

入
り
）
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
場

で
収
穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
出
荷
容
器
に

直
接
入
れ
て
出
荷
し
、
省
力
・
低
コ
ス

ト
な
出
荷
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
中
に
は
、
定
植
機
、
ブ
ー
ム

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
の
省
力
機
械
を
積
極

的
に
導
入
し
、
10
　ha
以
上
を
栽
培
す
る

経
営
も
現
れ
て
い
ま
す
。

収穫したキャベツを鉄コンテナに詰め込む

JAの予冷庫で出荷を待つキャベツ

③
新
た
な
生
産
者

　
従
来
か
ら
地
元
で
露
地
野
菜
経
営
を

し
て
い
た
生
産
者
に
加
え
て
、
他
県
の

農
業
法
人
で
経
験
を
積
ん
だ
後
に
独
立

し
た
新
規
就
農
者
や
、
基
盤
整
備
後
の

水
田
を
活
用
し
水
稲
主
体
の
経
営
か
ら

転
作
や
裏
作
で
新
た
に
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培

に
取
り
組
む
生
産
者
等
が
仲
間
に
加
わ

り
、
地
域
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　
生
産
者
が
３
市
に
わ
た
る
た
め
、
出
荷

組
織
等
は
ま
だ
作
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

講
習
会
や
販
売
会
議
、
出
荷
反
省
会
等
の

機
会
に
、
生
産
者
間
で
積
極
的
に
情
報
交

換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
定
植
の
ピ
ー
ク
に
当
た
る

９
月
に
降
雨
が
多
く
定
植
作
業
が
順
調
に

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
更
に
９
月
の
天
候

不
順
で
活
着
不
良
や
初
期
生
育
が
悪
か
っ

た
こ
と
、
11
月
下
旬
の
降
雪
で
生
育
が
停

滞
し
、
小
玉
傾
向
と
な
る
な
ど
、
出
荷
が

な
か
な
か
予
定
ど
お
り
に
で
き
ず
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
き
み
つ
で
は
、
よ
り
安
定
的
に
出

荷
を
す
る
た
め
に
予
冷
庫
を
増
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
加
工
・
業
務
向
け
キ
ャ
ベ
ツ

の
生
産
拡
大
を
後
押
し
す
る
た
め
、「
加
工
・

業
務
用
野
菜
生
産
基
盤
強
化
事
業
（
加
工
・

業
務
用
野
菜
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た
め

の
国
庫
事
業
）」
に
平
成
28
年
度
か
ら
３
年

間
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
を
含
め
た
関
係

機
関
と
一
体
と
な
っ
て
一
層
の
生
産
振
興

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
と
し
て
の
評
価

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
安
定
し
た
品
質

の
キ
ャ
ベ
ツ
を
安
定
し
て
出
荷
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
田
中
）

今
後
の
発
展
の
た
め
に

新
た
な
基
幹
品
目
へ
の
取
組

〜
加
工
・
業
務
向
け
キ
ャ
ベ
ツ
〜



平成29年３月１日 第20号(4) 普及だより きみつ
　
平
成
29
年
１
月
か
ら
「
チ
ー
バ

ベ
リ
ー
」
の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
千
葉
県
が
開
発
し
た
「
チ
ー
バ

ベ
リ
ー
」は
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
、
酸

味
と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

大
粒
の
実
を
つ
け
る
の
が
特
徴
で

す
。

　
栽
培
面
で
は
、
電
照
が
不
要
で

う
ど
ん
こ
病
に
強
い
こ
と
に
加
え
、

観
光
直
売
で
の
需
要
が
増
加
す
る

３
月
以
降
の
収
量
が
多
く
な
る
事

が
特
徴
で
す
。

　
君
津
地
域
で
も
今
シ
ー
ズ
ン
は

10
戸
の
生
産
者
が
栽
培
し
て
お
り
、

い
ち
ご
狩
り
や
直
売
で
そ
の
味
を

楽
し
め
ま
す
。

【
開
発
～
販
売
ま
で
の
経
緯
】

　
大
粒
で
味
が
良
く
、
病
気
に
強

千
葉
県
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
い
ち
ご
新
品
種

「
チ
ー
バ
ベ
リ
ー
」大
人
気

表
彰
者
の
紹
介

☆
平
成
28
年
度 

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業

　
協
議
会
で
は
、
木
更
津
市
富
来

田
地
区
を
中
心
に
耕
作
放
棄
地
を

利
用
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
の
開

園
、
地
域
内
の
景
観
作
り
を
協
力

し
て
行
っ
て
お
り
、
荒
れ
た
土
地

の
伐
竹
、
桜
の
植
樹
、
休
憩
所
と

し
て
古
民
家
を
再
生
さ
せ
る
等
、

里
山
の
風
景
を
取
り
戻
す
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ｒ
の
駅
や
公
民
館
等

へ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
植
栽
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
で
の
園
や
加
工
品
の

宣
伝
、
紅
葉
時
期
の
集
客
イ
ベ
ン

ト
実
施
等
の
様
々
な
活
動
、
さ
ら

に
、
協
議
会
の
中
で
女
性
や
若
者

が
活
躍
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価

さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
協
議
会
の
個
々
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
園
の
経
営
に
つ
い
て
も
、
各

園
が
協
力
し
な
が
ら
も
独
自
の
工

夫
で
個
性
的
な
園
を
作
り
上
げ
て

い
て
、
来
園
す
る
フ
ァ
ン
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
地
域
全
体
の
活
性

●
４
Ｈ
会
員
、
募
集
中
！

　
君
津
地
域
の
若
手
農
業
者
の
会

「
君
津
４
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

は
、
新
規
会
員
募
集
中
で
す
。

　
農
業
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向

上
と
、
同
年
代
の
仲
間
と
の
交
流

を
目
的
に
、
毎
月
の
定
例
会
で
の

情
報
交
換
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

（
今
年
は
落
花
生
契
約
栽
培
）、
物

販
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
地
元
小

学
校
で
の
農
業
指
導
等
、
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
見
学

か
ら
で
も
大
丈
夫
、
お
気
軽
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　（
櫻
井
）

　
農
業
事
務
所
で
は
、
概
ね
45
歳

ま
で
の
新
た
に
農
業
を
始
め
た
方

を
対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
３
年
間
の
コ
ー
ス
で
、

農
業
技
術
や
経
営
に
係
る
研
修
や

先
進
地
視
察
、
先
輩
農
業
者
と
の

交
流
、
そ
し
て
同
じ
年
代
の
農
業

者
と
の
仲
間
づ
く
り
等
を
行
う
こ

と
で
、
地
域
で
活
躍
す
る
農
業
者

の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
御
連
絡
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　(

三
枝)

受賞式の協議会員

化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
今
後
の
活
動
と
し

て
、
富
来
田
地
区
に
開
業
予
定
の

道
の
駅
と
連
携
し
た
観
光
客
の
取

り
込
み
や
、
来
園
者
を
増
や
す
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
、
高
品
質
な

果
実
の
生
産
と
ブ
ラ
ン
ド
化
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
、

各
園
、
協
議
会
、
地
域
の
発
展
を

目
指
し
て
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
　（
鈴
木
）

大きなチーバベリーの果実

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

木
更
津
市
観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
更
津
市
）

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に

　
　
　
　
　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か

い
こ
と
を
目
標
に
平
成
13
年
か
ら

交
配
と
選
抜
を
繰
り
返
し
、
平
成

27
年
８
月
に
「
千
葉
Ｓ
４
号
」
と
し

て
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
11
～
12
月
に
か
け
て

愛
称
を
募
集
し
、
応
募
総
数
２
，
６

７
８
点
の
中
か
ら
10
点
に
絞
り
人

気
投
票
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
28

年
９
月
に
愛
称
を
「
チ
ー
バ
ベ

リ
ー
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
生
産
量
は
少
な
い
で

す
が
、
週
末
は
千
葉
県
で
し
か
食

べ
ら
れ
な
い
「
チ
ー
バ
ベ
リ
ー
」
を

食
べ
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

　
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.ch

ib
a
.lg

.jp
/ryu

h
a
n
/ich

ig
o
/ch

i-b
a
b
e
rry7

.h
tm

l

）

の
「
チ
ー
バ
ベ
リ
ー
」
紹
介
ペ
ー
ジ

に
取
扱
い
が
あ
る
い
ち
ご
狩
り
園

や
直
売
所
の
一
覧
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　 

（
吉
井
）


